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近年の自然災害



気象庁HP 1990－2000 （M4以上）

世界の地震

日本で起きる地震は 世界の１０％



助かるための知識

①まずは身の安全を確保 ②揺れがおさまったら
火の元の確認

③ ドアを開けて
出口の確保

日本人と防災



京都府外国籍住民 防災意識調査
（公財）京都府国際センター

あなたは地震などの災害に対して
何か対策をしていますか

社会人302人

150人
51.7%

140人
48.3%

している

していない

留学生204人

災害と外国人



情報源

・ハザードマップ
地図を見る習慣がない国も 川や橋の名前
住所 ⇔ 地区名、校区名、自治会名

・災害時にしか使われない言葉
避難勧告 避難指示 注意報 警報 特別警報
土砂災害警戒情報 避難所

災害と外国人

・情報ツール
ラジオ＜テレビ＜Web, Facebook



倉敷市の地区名
６エリア
倉敷、児島、玉島、水島、船穂、真備

老松学区 町内会 ６町内会
老松本通り、稲荷町、川西町、
市西住宅、白楽町、老松南

住所 ≠地区名 ≠学区名 ≠町内会名

災害と外国人

避難所一覧
倉敷地区 19学区
倉敷東、倉敷西、老松、万寿、
万寿東、大高、葦高、倉敷南、中州
中島、粒江、中庄、帯江、菅生、
豊洲、庄、茶屋町、西阿知、天城

老松地区 6つの避難所
老松小学校、老松幼稚園、西中学
校、倉敷工業高等学校、(私立工業
高等学校、倉敷商業高等学校)



災害発生から72 時間
： 情報が伝わりにくい

外国人＝災害時の情報弱者

・電話・インターネットが機能しない

・日本語も英語も理解できない

→支援が行われていることもわからない

災害と外国人



「何が起こったのか」 「何をすべきか」

地震による被災+必要な情報を得られない

二重の被災者

自分で判断し、行動できる
心の負担も軽減

災害と外国人



災害時に外国人被災者へ

正確な情報を伝える一つの方法

弘前大学 人文学部 社会言語学研究室
佐藤和之教授

1991年 ｢災害が起こったときに外国人を助けるマニュアル〈弘前版〉」
1995年 阪神・淡路大震災
2005年 ｢新版・災害が起こったときに外国人を助けるマニュアル」
2011年 東日本大震災
2012年 ｢新版・災害が起こったときに外国人を助けるマニュアル増補版」
2013年 大雨災害発生時に外国人居住者に避難情報をつたえるための

クイックレファランス

「やさしい日本語」

「やさしい日本語」とは



弘前大学 佐藤和之教授
「やさしい日本語」

「やさしい日本語」とは



①身の安全を確保する

②火の元を確認する

③家族の安否を確認する

書き換え練習



「やさしい日本語」のルール

（１）簡単な言葉にする

（２）１文を短くし､分かち書きにする

（３）災害時によく使われる言葉の使い方

（４）外来語を使用するときは気をつける

（５）ローマ字で表記しない

（６）擬音語、擬態語は使わない

（７）漢字の使用量、ルビ（ふりがな）をつける

（８）時間、年月日を表す方法

（９）動詞の名詞化は避ける

（１０）あいまいな表現は避ける

（１１）二重否定文は避ける

（１２）文末表現はなるべく統一する



「やさしい日本語」の基準

日本語能力試験N3～4（旧３級）レベル

語彙・文法が限られる

すべての内容を伝えられる魔法の言葉ではない

日本に住んで１年の人の93％が救える

• 一人でバスに乗ったり買い物ができる

• 簡単な文章が読み書きできる

• 小学校３年生の国語の教科書と同等

（１）簡単な言葉にする
１２のルール



チュウ太の道具箱

体育館に避難してください



やんしす



◆敬語

氏名 → なまえ

避難する → にげる

危険 →
休校 →

大変失礼とは存じますが
お名前をちょうだいできませんでしょうか。

（１）簡単な言葉にする

◆方言

ぼっけえ揺れが来て、家の中がわやくそになって
でぇれぇびっくりして急いで外に出てきてしもうたんじゃ。

１２のルール



（２） １文を短く、分かちがち、文の構造は簡単に

①１文を短く 簡単な構造に（24字まで 10文節以内）

地震の揺れで壁に亀裂が入ったりしている建物に

近づかないでください。

地震で 壊れた 建物に 気をつけて ください。

建物が 壊れています。 気を付けて ください。

１２のルール



②分かちがき 文節で間を空ける

ポスター、掲示板、チラシ、HP

・時間をかけて意味を理解できる
・いつでも見直せる

水を もらうことが できます。

入れ物を 持ってきて ください。

お金は いりません。

１２のルール



■生活の場で使われる言葉

○バス、ガス、ガラス、テレビ、ラジオなど

■災害時によく使われる言葉

そのまま使い、＜＞で言い換える

震度 ＜地震の大きさ＞

余震 ＜後から 来る 地震＞

崖 ＜山の急なところ＞

救急車 ＜病気・ケガをした人を助ける車＞

（３） 災害時によく使われる言葉はそのまま

１２のルール



カタカナ語、外来語 → 略語、流行語

(４) 外来語に気をつける

×ライフライン

×デマ

×ゲリラ豪雨

×バンドエイド

×エアコン、リモコン、パソコン

×コンビニ

１２のルール



ポスター等 掲示物 （→ チラシ ＨＰ）

（５） ローマ字で表記しない

１２のルール



（６）擬態語や擬音語は避ける

擬態語 ： めちゃめちゃ、どきどき

擬音語 ： ドンドン、ガシャン

１２のルール



(７) 漢字の使用量に注意、漢字にはルビを

• 漢字は１文に３・４字程度
• 全ての漢字にルビをふる

漢字 ： 漢字圏の人に理解しやすい

同音異義語が見分けやすい

ルビ（ふりがな）： 辞書で意味が調べられる

御嶽山 （御岳山）

おんたけさん おんだけやま おたけやま
みたけさん みたけやま みたきさん みだけやま

秋田（２）、茨城（２）、栃木、群馬、埼玉（２）、千葉、新潟（２）、長野、岐阜、
愛知（２）、東京、福井、京都、兵庫、岡山、島根、愛媛、大分、佐賀

１２のルール



（８）時間や年月日の表記

× ○

平成２７年２月１４日
2015年2月１４日

○西暦

10／11／12 ｢／」は使わない

１０時３０分 ～ １０時３０分から

10時から 15時まで ごぜん10時から ごご３時

１２のルール



（９）動詞の名詞化

揺れがあった → 揺れた

漏れがあった → 漏れた

助けがあった → 助けた

１２のルール



（10）あいまいな表現は避ける

「おそらく・・・」

「たぶん・・・」

「被害が拡大するものと思われます」

「余震の可能性が非常に高いです」

「津波の恐れがあります」

１２のルール



通れないことはない

使えないわけではない

（11）二重否定の表現は避ける

通ることが できます
使うことが できます

１２のルール



■ 「れる、られる」

書ける 話せる 読める

×食べれる ×着れる ×出れる

通れます → 通ることが できます
通れません → 通ることが できません
燃えるごみ → 燃やすことが できる ごみ
燃えないごみ → 燃やすことが できない ごみ

■可能 「～ことができる」

（12）文末表現はなるべく統一

１２のルール



■指示 「～てください」

十分注意してほしいと呼びかけています。

注意する必要があるでしょう。

（12）文末表現はなるべく統一

１２のルール

注意してください

気をつけてください



• 雨量は３００ミリを超えると見られています。

• 今後ますます風雨が激しくなる模様です。

• 余震の恐れがあります。

■推量 「～でしょう」

（12）文末表現はなるべく統一

１２のルール



「やさしい日本語」の12のルール

(１) 簡単な言葉にする
(２) １文を短く、分かち書き、文の構造は簡単に
(３) 災害時によく使われる言葉はそのまま
(４) 外来語に気をつける
(５) ローマ字は使わない
(６) 擬態語や擬音語は避ける
(７) 漢字の使用量に注意、漢字にはルビ(ふりがな)を
(８) 時間や年月日の表記
(９) 動詞文
(10) あいまいな表現は避ける
(11) 二重否定の表現は避ける
(12) 文末表現はなるべく統一



A 京都市市民向けお知らせ

B 神戸市長田区社会福祉協議会

長田ボランティアセンター作成

インフルエンザの注意事項お知らせ文

※情報内容は異なります。
※「やさしい日本語」のいいところを

できるだけ多く探してください。







１２のルール以外にも・・・

わかりやすさのために様々な工夫が・・・

・文字の大きさ

・イラスト

・余白の多さ

・枠線

・電話の掛け方 などなど



・避難所への誘導 （放送案文・話しことば）

・必要最低限の生活情報
（掲示物・書きことば）

災害発生直後

避難所に移動後

災害時の情報提供に

「やさしい日本語」の活用を



自治体国際化協会 CLAIR／クレア 災害時多言語表示シート



日常の情報提供に

「やさしい日本語」の活用を



「やさしい日本語」のクイックレファランス
土砂災害、大雨、台風、熱中症 他

http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ-kuikkurefa.html

避難指示

外は 危ないかもしれません。
外を よく 見てから 逃げて ください。
外が 安全なとき、外に 出て ください。
避難するとき、歩いて ください。
逃げるとき、歩いて ください。
道が とても 混みます。歩いて 逃げて ください。
これから 水が 止まるかもしれません。

避難する時の持

ち物

避難する 準備をして ください。
逃げる 準備を してください。
お金、通帳、ハンコ、パスポート、他の 大切なもの
（大事なもの）を 持って ください。
懐中電灯と 携帯ラジオを 持って ください。
手に 持つ 電灯と 手に 持つ ラジオを 持って ください。
携帯電話、ライター、マッチ、電池を 持って ください。

避難する時の服

装

逃げるときに することを 言います。
ひもが ある 靴を 履いて ください。
体を 隠すことが できる 服を 着て ください。
腕や 足を 隠すことが できる 服を 着て ください。



外国語はちょっと・・・

日本語でOK!

日常のコミュニケーションに

あのう、誠に恐れ入りますが、

こちらのほうに

お名前を頂戴できませんでしょうか

名前を 教えてください

最近、団地のゴミ集積所のゴミの出し方が悪く

て困っています。

この状況が続くと、住民の皆さんに当番制で、

ゴミの日に集積所に立っていただくことも

考えなくてはなりません。

今一度、ゴミの出し方を確認して下さい。

「やさしい日本語」の活用を



日本語教室で防災教育を

「やさしい日本語」の活用を



岡山県津山圏域
消防組合防災学習センター

パンフレット・防災グッズ・防災施設

岡山県倉敷市消防防災センター



災害時の三つの壁

日常からコミュニケーションの良く取れている
自治体、地域では災害時もトラブルは少ない

避難所で日本人と同じ支援を受けられるかどうか
日本人と同じ場所に避難することへのためらい
生活文化の違いからくるトラブル

１．ことばの壁
２．制度の壁
３．心の壁

外国人＋地域住民＋行政



本日は、ありがとうございました。


